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つくった作品を実際に使ってみよう！ 
 

美術教育講座・原田義明 
 
１．授業の目的・概要 
	
 本授業は，学校教育実践コース（美術教育専修）

及び造形芸術コースの１回生を主な対象とした

授業（必修）であり，前学期に開講されている。

本年度の受講生数は２４名（学校教育１回生１名， 
美術教育専修２回生５名，造形芸術コース１回生

１１名，３回生２名，４回生５名）である。この

うち，継続して受講した者は２２名であった。 
	
 本授業では，工芸に関連した造形素材（金属，

ガラス等）による作品制作を行い，工芸やプロダ

クトデザインにおけるデザイン要素について学

習し，制作を通して素材や道具に対する基礎的な

知識や技法を身に付けることを目的としている。 
	
 授業の到達目標及び関連するＤＰは以下の通

りである。 
〈到達目標〉 
（１）	
 工芸の造形素材，技法及び道具についての

基本的な知識を身に付けることができる。 
（２）	
 与えられた課題内容を理解し，それを作品

制作に生かすことができる。 
（３）	
 素材の特性や技法が各自の制作意図に反

映され，作品化できる。 
〈ディプロマ・ポリシー〉 
造形芸術全般にわたる確かな知識と，得意とする

分野における高度な専門知識を修得している。 
２．授業内容	
  
	
 本授業は，１回生対象の授業であり，受講生の

多くが工芸に関する知識や制作歴が少ないこと

を考慮し，各素材ごとに課題を設定した。また，

各個人の制作進度に対応させて，全体指導と個人

指導を繰り返しながら授業を進め，素材の特性を

十分に生かした作品制作を目指した。 
３．今年度の取り組み内容 
	
 工芸は「用と美」を念頭に置き，手による表現

の可能性を探る分野といえる。しかし，初心者ほ

ど，ものづくりに手と思考が奪われ，制作者とし

ての「つくる視点」が中心となり，「使う視点」

が曖昧になること多い。今年度は，学生が「つく

る視点」と「使う視点」２つの視点をバランスよ

く保ち，つくり出されたものを生活の中で使うと

いうことを強く意識するための方策として，一部

課題の中で「つくった作品を実際に使ってみよ

う」というリポート課題を課した。また，授業ア

ンケートの質問項目にもこれに関連した質問項

目を新たに設定して，このことについて問うた。 
４．授業改善のためのアンケート 
	
 授業最終日にアンケート調査を実施した。問１

４までは，５段階評価で行い①まったくそう思わ

ない（良くない）②あまりそう思わない（あまり

良くない）③どちらとも言えない（普通）④やや

そう思う（良い）⑤強くそう思う（非常に良い）

とした。なお，問１１の回答は，はい①いいえ⑤

で答えることとし，問１５～１７は記述式の設問

とした。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 回答者２２名 
５．アンケートの結果 
【授業の内容に関する質問】 
問１．	
 授業のテーマ・目的は授業展開の中で明確

でしたか。 
④７名	
 ⑤１５名 

問２．	
 この授業の内容・レベルはあなたにとって

適切でしたか。 
③５名	
 ④４名	
 ⑤１３名 

問３．	
 この授業で，あなたのこの分野への興味・

関心は向上しましたか。 
②１名	
 ③２名	
 ④６名	
 ⑤１３名 

問４．	
 この授業により，自分の考え方が培われた

り，得るところがありましたか。 
③１名	
 ④６名	
 ⑤１５名 

【授業方法に関する質問】 
問５．	
 担当教員の話し方や説明はわかりやすか

ったですか。 
②１名	
 ④５名	
 ⑤１６名 

問６．	
 担当教員の熱意。工夫は感じられましたか。 
③１名	
 ④４名	
 ⑤１７名 

問７．	
 制作中のアドバイスの内容は適切でした

か。 
③１名	
 ④３名	
 ⑤１８名 

問８．	
 この授業では，教材や資料が工夫されてい



ましたか。 
③１名	
 ④７名	
 ⑤１４名 

問９．	
 この授業の中で質問や意見発表の機会が

与えられ，教員はそれに適切に対応してい

ましたか。 
③１名	
 ④４名	
 ⑤１７名 

【受講生自身に関する質問】 
問１０．あなたはこの授業に意欲的に取り組みま

したか。 
	
 	
 	
  ②１名	
 ④１３名	
 ⑤８名 
問１１．この授業の受講に際し，シラバスを読み

ましたか。 
①８名	
 ⑤１３名 

【授業全体に関する質問】 
問１２．この授業のテーマ・目的は達成されまし

たか。 
	
 	
 	
  ③７名	
 ④１０名	
 ⑤５名 
問１３．この授業の課題を通して，制作者として

の「つくる視点」だけでなく，使用者と

しての「使う視点」を意識するようにな

りましたか。 
	
 	
 	
  ③２名	
 ④１２名	
 ⑤８名 
問１４．この授業は，満足のいくものでしたか。 
	
 	
 	
  ③４名	
 ④５名	
 ⑤１３名 
※以下，問１５～１７の設問は，誤字・脱字など

を除き受講生の記述をそのまま転記する。 
問１５．実習室の状態や学生数など受講環境につ

いて意見があれば記述して下さい。 
○その日使う道具を毎回セッティングしてあっ

て使いやすいです。 
○冷房が寒い。 
○今のままで充分良いと思います。ただ，少し冷

房が寒いです。 
○良かった。 
○適切だった。 
○丁度よかったと思う。 
問１６．この授業で良かったと思う点，印象に 
残った点を記述して下さい。 
○自由に制作できた。 
○なかなか使うことのない道具に触れることが

できたので，良い経験になったと思います。 
○制作の際に仲間で意見を出しあって，客観的な

意見も聞けて，より良い作品ができるところ。 
○全く同じ材料でも，制作者によって全く違うも

のが出来るから，本当に合評と鑑賞が楽しみだ

った。 
○身近な素材を使って作品をつくった点。 
○先生も受講生も熱心だった。 
○個々に対応してくれるので捗る。 

○ガラス工芸・金属工芸はどちらも自分にとって

初めての経験だったのですが，制作を通して，

自分のアイデアをどうすれば表現できるかと

いう点で，とても勉強になりました。 
○自分が普段から使用できる物を作ることがで

き，とても楽しく作業ができた。また，先生も

適切に対応してくださり，スムーズに制作が進

められた。満足のいく作品ができたと思う。 
○さまざまな技法をためすことができ，いろんな

表現のしかたがありよかった。 
○金属工芸でのアクセサリー制作が，普段使うア

クセサリーの見方がかわったのでよかった。 
○自由に作ることができるのがよかった。他の作

品を見る時間も大切であると感じた。 
○一からデザインを考えて制作に入ることで，作

品に対しての愛着や工芸に対する見方を学べ

たと思う。 
○使う視点に関してより考えて制作できるよう

になっていた点。特に一度考える機会があった

ため，次の制作では，その点について考えて制

作できた点。 
○様々な作品がつくれたこと。そして，作品をつ

くるだけではなく，作るときにどんなことに気

をつけていけばいいか学べたことが良かった。 
○自分のやりたいことを自由に考えさせ，できる

だけそれを実現させようとするところが良か

った。積極的に取り組みやすかった。 
○制作過程で他の人の意見を聞きながらできた

のが良かった。 
○２回目で回を重ねるごとに技術も上がるし，前

回とは違う視点で見れたのが良かったです。銀

とピューター２種類作れるのも良かったと思

います。 
問１７．この授業で良くなかった点，改善すべき 
点を記述して下さい。 
○必要なことだけど説明が長くて１時間分も覚

えていられない。 
○はしおきは普段あまり使わないので「使う視

点」が考えにくかった。 
○差が出る。 
６．まとめ 
アンケートの結果から，多くの受講生がガラス 

や金属といった未経験の素材や技法に積極的に

取り組んだことが伺える。「使う視点」を意識す

るようになったかの設問にも，９割の学生から肯

定的な回答を得ることができた。また，リポート

からも様々な発見や気づきが見て取れ，今年度の

取り組み内容は概ね達成できたと考える。今後も 
授業方法や課題内容を精査し改善に努めたい。 


